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国家財政に関する
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アンケート概要

【目的】
国家財政に対する国民の意識や理解度を調査し、定量的デー
タを以って「国家財政の見える化委員会」の活動の裏付けとする。

実施期間
 2023年10月５日～９日

調査方法
 インターネット調査

対象
 10代～70代以上 5,000人
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アンケート概要

居住地

年齢

男女比
人数 割合

男性 2,483 49.7%
女性 2,487 49.7%
その他 30 0.6%
合計 5,000 100.0%

人数 割合
20歳未満 112 2.2%
20〜29歳 375 7.5%
30〜39歳 770 15.4%
40〜49歳 1,276 25.5%
50〜59歳 1,667 33.3%
60〜69歳 707 14.1%
70歳以上 93 1.9%
合計 5,000 100.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合
北海道 243 4.9% 石川県 60 1.2% 岡山県 69 1.4%
青森県 48 1.0% 福井県 26 0.5% 広島県 122 2.4%
岩手県 46 0.9% 山梨県 19 0.4% 山口県 47 0.9%
宮城県 95 1.9% 長野県 76 1.5% 徳島県 28 0.6%
秋田県 21 0.4% 岐阜県 79 1.6% 香川県 45 0.9%
山形県 39 0.8% 静岡県 103 2.1% 愛媛県 51 1.0%
福島県 51 1.0% 愛知県 349 7.0% 高知県 21 0.4%
茨城県 85 1.7% 三重県 60 1.2% 福岡県 255 5.1%
栃木県 61 1.2% 滋賀県 51 1.0% 佐賀県 30 0.6%
群馬県 75 1.5% 京都府 99 2.0% 長崎県 47 0.9%
埼玉県 289 5.8% 大阪府 382 7.6% 熊本県 57 1.1%
千葉県 246 4.9% 兵庫県 205 4.1% 大分県 32 0.6%
東京都 630 12.6% 奈良県 50 1.0% 宮崎県 34 0.7%
神奈川県 355 7.1% 和歌山県 27 0.5% 鹿児島県 51 1.0%
新潟県 94 1.9% 鳥取県 23 0.5% 沖縄県 59 1.2%
富山県 40 0.8% 島根県 25 0.5% 合計 5,000 100.0%
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設問
Q1 あなたは、日本の将来に希望が持てていますか？

Q1-a 「どちらかと言えば希望が持てていない」「希望が持てていない」とお答えした方に伺います。
希望が持てていない理由は何ですか？ あてはまるものを３つまで選択してください。

Q2 あなたは、日本の財政の先行きについて、どのように思いますか？
Q2-a 「暗いと思う」「どちらかと言えば暗いと思う」とお答えした方に伺います。暗いと思う理由は

何ですか？ あてはまるものを２つまで選択してください。

Q3 あなたは、日本の財政に対して関心がありますか？また、どの程度理解できていますか？
Q3-a 「関心があり、他人に説明できるレベルで理解できている」「関心はあり、他人に説明でき

るほどではないが、ある程度理解できている」とお答えした方に伺います。今の国家財政
は、何が問題だと思いますか？あてはまるものを全て選択してください。

Q3-b 前問の回答のうち、最も問題だと思うものを１つだけ選択してください。
Q3-c 財政に関して情報を得ている主な媒体を、３つまで選択してください。
Q3-d 「関心はあるが、あまり理解できていない」「そもそも関心がなく、理解できていない」とお答

えした方に伺います。関心がない・理解できていない理由は何ですか?あてはまるものを
３つまで選択してください。
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設問
Q4 あなたは、財政について政府や財務省の情報発信は信用できますか？

Q4-a 「どちらかと言えば信用できない」「信用できない」とお答えした方に伺います。信用できな
い理由は何ですか？あてはまるものを２つまで選択してください。

Q4-b 「どちらかと言えば信用できない」「信用できない」とお答えした方に伺います。政府や財務
省以外の第三者機関による情報発信があれば、信用できるようになりますか？

Q5 あなたは、金銭面で自分の将来に不安を感じますか？
Q5-a 「不安を感じる」「どちらかと言えば不安を感じる」とお答えした方に伺います。金銭面での

将来への不安の原因は何ですか？あてはまるものを３つまで選択してください。

Q6 あなたは、防衛費や少子化対策予算増額など、国の決定に対して国民の意見が反映され
ていると感じますか？

Q7 あなたは、国の政策に国民の意見がより反映されるようにするには、どうすれば良いと思います
か？
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設問
Q8 あなたは、消費税を近い将来、増税すべきだと思いますか？減税すべきだと思いますか？

Q9 あなたは、所得税を近い将来、増税すべきだと思いますか？減税すべきだと思いますか？

Q10 生団連では、「国家財政の見える化」を実現するべく、１）複数年度予算制度の導入
２）独立財政機関の設置を目指し活動を続けています。「国家財政の見える化」に向けた取組
みや生団連の活動について、率直なご意見をお聞かせください。
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Q1 あなたは、日本の将来に希望が持てていますか？

3.8%

21.5%

45.8%

28.9%

希望が持てている

どちらかと言えば希望が持てている

どちらかと言えば希望が持てていない

希望が持てていない

N=5,000
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N=5,000

詳Q1 あなたは、日本の将来に希望が持てていますか？

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

20歳未満

希望が持てていない どちらかと言えば希望が持てていない

どちらかと言えば希望が持てている 希望が持てている
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Q1-a 「どちらかと言えば希望が持てていない」「希望が持てていない」とお答えした方
に伺います。希望が持てていない理由は何ですか？ あてはまるものを３つまで選択し
てください。

経済が長期に渡り停滞しており成長の兆しが
見えないから

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

少子高齢化が進み人口減少が進んでいくから

国や地方の財政状況が悪化しているから

水害や地震など大規模自然災害の発生が
増えているから

雇用状況が悪化しているから

地域社会が衰退しているから

教育などの公的サービスの水準が
低下しているから

自然や環境の破壊が進んでいるから

その他

N=3,733
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2.5%
10.7%

50.8%

36.0%
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Q2 あなたは、日本の財政の先行きについて、どのように
思いますか？

暗いと思う

どちらかと言えば明るいと思う
明るいと思う N=5,000

どちらかと言えば暗いと思う
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N=5,000

詳Q2 あなたは、日本の財政の先行きについて、どのように
思いますか？

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

20歳未満

暗いと思う どちらかと言えば暗いと思う どちらかと言えば明るいと思う 明るいと思う
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Q2-a 「暗いと思う」「どちらかと言えば暗いと思う」とお答えした方に伺います。暗いと
思う理由は何ですか？ あてはまるものを２つまで選択してください。

経済成長が見込めないから

少子高齢化が進み社会保障費が
増え続けているから

税金が無駄遣いされているように感じるから

財政赤字が解消されないから

国債残高（国の借金）が年々
増加しているから

その他

N=4,339
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6.4%

36.4%

42.4%

14.7%
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Q3 あなたは、日本の財政に対して関心がありますか？
また、どの程度理解できていますか？

関心があり、他人に説明で
きるレベルで理解できている

N=5,000

関心はあり、他人に説明で
きるほどではないが、ある程
度理解できている

関心はあるが、あまり
理解はできていない

そもそも関心がなく、理解できていない
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N=5,000

Q3 あなたは、日本の財政に対して関心がありますか？
また、どの程度理解できていますか？

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

20歳未満

関心があり、他人に説明できるレベルで理解できている

関心はあり、他人に説明できるほどではないが、ある程度理解できている

関心はあるが、あまり理解はできていない

そもそも関心がなく、理解できていない

詳
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Q3-a 「関心があり、他人に説明できるレベルで理解できている」「関心はあり、他人に
説明できるほどではないが、ある程度理解できている」とお答えした方に伺います。今の
国家財政は、何が問題だと思いますか？あてはまるものを全て選択してください。

国会議員の質の低下

予算の無駄遣い
社会保障費（年金、医療、介護、

少子化対策）の膨張
国家財政の内容が国民からは見えづらい

年々増加している国債の残高

その他

N=2,143

税（消費税、所得税、法人税など）の
税制の構造や税率
国民の関心の低さ

年度末の使い切り

年々増加している国家予算

歳入と歳出（国の収入と支出）のバランス

財務省への権力の集中

地方自治体の財政赤字

単年度予算制度



© Seidanren 0% 5% 10% 15% 20%
16

Q3-b 前問で回答いただいたうち、最も問題だと思うものを１つだけ選択してください。

国会議員の質の低下

予算の無駄遣い

社会保障費（年金、医療、介護、
少子化対策）の膨張

国家財政の内容が国民からは見えづらい

年々増加している国債の残高

その他

N=2,143

税（消費税、所得税、法人税など）の
税制の構造や税率

国民の関心の低さ

年度末の使い切り

年々増加している国家予算

歳入と歳出（国の収入と支出）のバランス

財務省への権力の集中

地方自治体の財政赤字

単年度予算制度
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Q3-a,b 順位変動

N=2,143

【回答条件】
Q3-a 複数回答可
Q3-b １つだけ選択

回答 Q3-a 順位 Q3-b 順位 順位変動
国会議員の質の低下 51% 1 18% 1 →
予算の無駄遣い 49% 2 12% 3 ↓
社会保障費（年金、医療、介護、少子化対策）の膨張 43% 3 13% 2 ↑
国家財政の内容が国民からは見えづらい 41% 4 11% 5 ↓
年々増加している国債の残高 40% 5 12% 4 ↑
税（消費税、所得税、法人税など）の税制の構造や税率 38% 6 8% 6 →
国民の関心の低さ 32% 7 5% 9 ↓
年度末の使い切り 30% 8 2% 12 ↓
年々増加している国家予算 29% 9 5% 8 ↑
歳入と歳出（国の収入と支出）のバランス 28% 10 4% 10 →
財務省への権力の集中 24% 11 6% 7 ↑
地方自治体の財政赤字 18% 12 1% 13 ↓
単年度予算制度 12% 13 1% 14 ↓
その他 3% 14 2% 11 ↑
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Q3-c 財政に関して情報を得ている主な媒体を、３つまで選択してください。

その他

N=2,143

雑誌

ＳＮＳ

内閣府や財務省のHPや発刊物

YouTubeなどの動画サービス

新聞

インターネット記事

テレビ
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Q3-d 「関心はあるが、あまり理解できていない」「そもそも関心がなく、理解できてい
ない」とお答えした方に伺います。関心がない・理解できていない理由は何ですか?
あてはまるものを３つまで選択してください。

N=2,857
国家財政の内容が国民からは見えづらいから

自分が理解をしたところで
国の財政は変わらないから

財政は複雑で理解できないから

国からの情報発信が十分でないから

何が正しい情報か判断できないから

国会議員に任せているから

生活が苦しく、考える余裕がないから

求める情報に到達できないから

自身の生活と関係ないから

多忙で考える余裕がないから

学校教育で学ぶ機会がなかったから

考える機会がないから

その他



© Seidanren

2.1%

20.1%

36.2%

28.2%

13.4%
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Q4 あなたは、財政について政府や財務省の情報発信は
信用できますか？

信用できる N=5,000

そもそも情報発信を認識していない どちらかと言えば信用できる

どちらかと言えば信用できない

信用できない
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N=5,000

詳Q4 あなたは、財政について政府や財務省の情報発信は
信用できますか？

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

20歳未満

そもそも情報発信を認識していない 信用できない

どちらかと言えば信用できない どちらかと言えば信用できる

信用できる
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Q4-a 「どちらかと言えば信用できない」「信用できない」とお答えした方に伺います。
信用できない理由は何ですか？あてはまるものを２つまで選択してください。

その他

N=3,218

明確な理由は無いが、
なんとなく信用できないから

内容がよく分からないから

統計自体が信用できないから

情報が偏っていると感じるから

増税目的だと感じるから
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26.4%

45.4%

15.0%

13.1%
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Q4-b 「どちらかと言えば信用できない」「信用できない」とお答えした方に伺います。
政府や財務省以外の第三者機関による情報発信があれば、信用できるようになります
か？

N=3,218

分からない
今より信用できるようになる

今と変わらない

今より信用できなくなる
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44.7%

38.0%

12.3%

5.1%
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Q5 あなたは、金銭面で自分の将来に不安を感じますか？

N=5,000

不安を感じる

どちらかと言えば不安を感じる

どちらかと言えば不安を感じない

不安を感じない
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N=5,000

詳Q5 あなたは、金銭面で自分の将来に不安を感じますか？

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

20歳未満

不安を感じる どちらかと言えば不安を感じる どちらかと言えば不安を感じない 不安を感じない
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Q5-a 「不安を感じる」「どちらかと言えば不安を感じる」とお答えした方に伺います。
金銭面での将来への不安の原因は何ですか？あてはまるものを３つまで選択してくだ
さい。

その他

N=4,131

漠然とした不安がある

給料が上がらないこと

国民負担率が高いこと

十分に年金をもらえるかどうかが分からないこと

物価が高騰していること

円の価値が下がっていること

予期しない病気やケガで治療費がかかること

介護や教育など多額の費用が必要になること

日本の経済が長年停滞していること

住宅ローンを払い続けること

資産価値が下落すること
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41.8%

46.8%

9.4%

2.0%
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Q5-b 「不安を感じる」「どちらかと言えば不安を感じる」とお答えした方に伺います。
金銭面での将来への不安が、現在のご自身の消費活動を抑制していると感じますか？

N=4,131

感じる

どちらかと言えば感じる

どちらかと言えば感じない
感じない
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5.0%

20.0%

43.2%

31.8%
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Q6 あなたは、防衛費や少子化対策予算増額など、国の
決定に対して国民の意見が反映されていると感じますか？

N=5,000感じる

どちらかと言えば感じる

どちらかと言えば感じない

感じない
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29.6%

28.8%

25.0%

12.8%

3.9%
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Q7 あなたは、国の政策に国民の意見がより反映されるよ
うにするには、どうすれば良いと思いますか？

N=5,000

国民が国の政策に関心を持つ

政治家が国民の声に耳を傾ける

国民が選挙で意思を示す

国民団体が国民の声を集約し
政府に伝える

その他
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3.5%

27.4%

27.8%

41.3%
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Q8 あなたは、消費税を近い将来、増税すべきだと思います
か？減税すべきだと思いますか？

N=5,000

必要であれば増税もやむを得ない

現状維持希望

増税すべき

減税すべき
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3.5%

24.8%

30.4%

41.3%
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Q9 あなたは、所得税を近い将来、増税すべきだと思います
か？減税すべきだと思いますか？

N=5,000

必要であれば増税もやむを得ない

現状維持希望

増税すべき

減税すべき



© Seidanren

35%

13%
8%

21%

8%
4%

3%
2%

1% 1% 1% 4%

特にない・分からない・興味がない
生団連を知らない・生団連の活動内容が分からない・国民に対し広く説明や広報活動をすべき
生団連を信用できない・期待できない・「見える化」による効果に期待できない・疑問がある
生団連の活動に賛同する・応援したい・誰にでも分かるような国家財政の情報開示を期待したい
国・政権・国会議員・財務省・公務員への不満
国家予算の無駄遣いをなくしてほしい
生活が苦しい・国民負担が大きい・賃上げを望む・将来が不安である
国民の声を聞き、活動に反映させてほしい
国民が政治に関心を持つべき・選挙に行くべき
増税反対・減税すべき
減税反対・増税すべき
その他 32

Q10 生団連では、「国家財政の見える化」を実現するべく、１）複数年度予算制度
の導入２）独立財政機関の設置を目指し活動を続けています。「国家財政の見える
化」に向けた取組みや生団連の活動について、率直なご意見をお聞かせください。

N=2,236
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